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令和３年度 学校評価報告書 

 

                                                                   令和４年３月１日 

北海道教育委員会教育長 様 

                                   北海道大樹高等学校長 

                                        前 田 英 伸  

 次のとおり令和３年度の学校評価について報告します。 

 

１ 本年度の重点目標 

（１）地域と協働した学校づくりを推進する。 

（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、「見通す力」の育成に努める。 

（３）「共生と協働性」の実現を目指し、「市民性」の醸成と「自己管理力」の育成に努める。 

（４）生命を尊ぶ態度、健康・安全・福祉・環境に係る意識を高めさせ、健やかな心身の育成に努める。 

（５）校内業務の適正化を図ると共に、「育成を目指す資質・能力」がどれだけ身に付いたかを検証し、

教育活動の改善に努める。 

 

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 

 学習指導 〇学校評価でも高評価であり、授業改善は、

共通理解のもと、学習環境の整備や個に応

じた創意・工夫等、着実に進めることがで

きている。 

〇３観点ごとのルーブリックの作成等、新し

い学びに向けた評価方法の改善を組織的に

進めることはできている。 

〇地域からの支援により、いち早くICTを活用

した教育活動への取組を実現できている。 

 

△探究活動を中心に進めた、主体的に課題解

決に取り組む態度と、協働し改善を目指す

意識の育成には、結果が実感しにくく、課

題を残した。 

△必ずしも授業改善が主体性の育成につなが

っていないという課題が認められる。 

△家庭学習習慣が十分ではない。 

〇授業で取り組んだ印象に残ったことを家庭

で話すことが多くなっている。 

〇定期考査がなくなっても、成績評価が、あ

らゆる活動を通したものにより、適切に行

われていると思う。 

〇ＩＣＴ機器の活用が進んで、学習活動にプ

ラスになっている。 

 

△授業を理解しているのか、楽しいと思いな

がら学んでいるのかが伝わってこないこと

がある。 

△授業レベルや内容について、学力差がある

中で大変かとは思うが、なるべく個々の生

徒に合わせたものになるよう工夫してほし

い。 

△家庭学習等、自ら進んで勉強に取り組んで

いる様子が見られない。 

 

改善方策 

 

 

 

 

・教員の減員・異動等も踏まえ、組織的に授業におけるﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化が維持・深化を進

められるよう、研修の強化に努める。 

・地域協働による探究学習と高大連携による教科横断的な学習とが、学びに向かう姿勢を育

てることに結びつくよう、シラバス・ルーブリックの検証・改善を行う。 

・主体性の育成について、外部講師招聘も含めた全教職員による研修により、個々の指導力

の向上と組織的な指導方法の改善に努める。 

・他校に先駆けて実現されている、タブレット全校１人１台の環境を活かした授業及び学校

活動を試行し、そのノウハウを蓄積する。 

・T-Plus（放課後進路活動）の活用等、生徒自身が見通しを持ち学習計画を立てる手立てを

さらに強化する。 

・個別最適な学びと協働的な学びの実現に結びつける運用を具体的に実施する。 

 生徒指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒会を中心とした、校則のあり方等を考

える取組や選挙管理委員会と連携した取組

等、コロナ禍での制限の範囲内で工夫しな

がら進めることができた。 

〇面談期間、長期休業明け生活アンケート、

定例サポート委員会の活動等教育相談体制

は機能している。 

〇ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞが機能し、望ましい人

間関係の構築に効果を上げ、いじめ未然防

止にも結びついている。 

〇身だしなみをはじめ、高校の落ち着いた雰

囲気が十分伝わってくる。 

〇いじめ問題もなく、互いを大切にする人間

関係を築いていると感じる。 

〇コロナ禍でも、学校祭、合唱祭、見学旅行、

体育大会等、感染症対策を講じながら、で

きる範囲の中で積極的に取り組んでいる様

子が伝わってきた。 

 

△コロナ禍で難しいところもあるが、ボラン

ティアや地域の活動に、高校生が多く参加



△小学校との協働等、感染症対策を講じなが

らできる限り進めたが、実施できなかった

ボランティア活動も多く、自己有用感を高

めさせることに課題があった。 

してほしい。 

改善方策 ・市民性涵養を踏まえ、生徒と共に考える「校則」に取り組む。 

・ＩＣＴの活用等感染対策を工夫しながら、資質・能力向上に資する行事の実施を進める。 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞについて、主担当者に業務が偏ることのないよう、全職員で取り組

む意識をさらに徹底する。 

・コロナ禍における地域活動の方法を工夫する。 

進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇制限のある中、ＩＣＴを活用する等工夫し、

関係機関や地域との連携を密に図り、キャ

リア教育を組織的に進めることができた。 

〇多様な生徒個々の課題に対し、個別最適化

を進める上で、キャリアパスポート、各種

検査・模試等データを活用した進路指導が、

新しい課題として求められている。 

〇総合的な探究の時間を中心に、各教科多文

化共生に基づき、協働社会を形成する一員

を意識した取り組みができている。 

△２年連続台湾見学旅行が中止となり、校内

企画により意識高揚を図ったが、課題は残

った。 

〇学校でのキャリア教育を通して、将来につ

いて、年齢に応じて具体的に考えたり、情

報収集をしたりしていることが、家庭での

会話や相談から伝わってくる。 

 

△進路実現に向けて具体的な目標を立てて学

習等をしているかが明確に見えてこない 

 

改善方策 

 

 

 

 

・情報機器を用いた遠隔連携方法の工夫をさらに進め、関係機関の支援を得て、生徒の進路

希望に応じた個別最適化をさらに進める。 

・学校全体として、組織的に、蓄積された生徒個々のデータを活用しながら、個別最適な指

導に取り組む。 

・多文化共生社会への理解と協働する心、行動力の育成については、引き続き、本校の特色

ある教育の柱として、重点を置いて取り組む。 

地域協働に

よる魅力あ

る学校づく

り 

 

〇地域の協力を得て、探究学習を具体的に進

め、成果を得ることができた。この取組を

通して、地域づくりに学校が参画していけ

るよう、工夫・改善を次年度に向けて進め

る。 

〇室蘭工業大学との高大連携を具体的に進め

ることができた。 

〇学校評価とスクールミッションをベース

に、スクールポリシーの策定を進めた。 

〇生徒たちは毎日の学校生活を楽しく過ごし

ている様子が伝わってくる。 

 

△広報活動について、学校ホームページやＳ

ＮＳでのデジタル発信が多くなっているの

は聞くが、それほど伝わっていないようだ。

工夫、改善を願う。 

 

・入学希望者増に向け、具体的な高校支援策

は何か。また、地元産業を活用した特色あ

る高校づくり（学科や教育課程）を検討し

ていくべきではないか。 

・高校選択のネックとなっているのは部活動

の問題。部活動支援の在り方を含め、前向

きに検討してほしい。高校に任せるだけで

はいけないと思う。 

・町と室蘭工業大学の包括協定が結ばれたこ

とから、教育活動の充実を図ってほしい。 

・放課後の生徒の居場所作りについて検討し

てほしい（教員の働き方改革も含め）。 

改善方策 

 

 

 

・総合的な探究の時間のシラバスとルーブリックの見直しを行う。 

・地域に向けて発表会を実施する等、より多くの情報を広く発信できるよう工夫する。 

・室蘭工業大学との連携授業を核に、教科横断的な学習を展開する。 

・スクールポリシーの具現化を目指した学校経営を実施し、いっそうの学校魅力化・特色化

を図る。 

公表方法 

 

・自己評価、保護者評価、生徒評価を学校運営協議会において、資料に基づき報告した。 

・学校評価報告書、自己評価、保護者評価、生徒評価を学校ホームページにて公開した。 

 


